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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定の撮影設定の設定値をユーザからの指示に基づいて補正した補正値に設定する補正
設定手段と、
　オートブラケット撮影におけるブラケット値をユーザからの指示に基づいて設定するブ
ラケット値設定手段と、
　前記補正設定手段と前記ブラケット値設定手段とで設定可能な値の範囲を示す目盛りと
、前記補正設定手段で設定可能な値の範囲を示し、前記目盛りと対応付けて配列される第
１の指標と、前記ブラケット値設定手段で設定可能な値の範囲を示し、前記第１の指標が
表示される位置とは異なる位置に前記目盛り及び前記第１の指標と対応付けて配列される
第２の指標とを、同一画面上に表示するための処理を行う表示処理手段と、
を有することを特徴とする表示処理装置。
【請求項２】
　前記特定の撮影設定は、露出、調光、シャッタ速度、絞り値、ホワイトバランス、ＩＳ
Ｏ感度の設定うちの少なくとも１つであることを特徴とする請求項１に記載の表示処理装
置。
【請求項３】
　前記表示処理手段は、前記第２の指標を前記補正設定手段で設定された補正値に対応す
る位置を中心として配列して表示するように処理することを特徴とする請求項１又は２記
載の表示処理装置。
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【請求項４】
　前記表示処理手段は、前記補正設定手段で設定した補正値を用いた撮影が可能か否かに
よって、前記第１の指標の表示形態を変化させるように処理することを特徴とする請求項
１乃至３の何れか１項に記載の表示処理装置。
【請求項５】
　前記表示処理手段は、前記オートブラケット撮影が可能か否かによって、前記第２の指
標の表示形態を変化させるように処理することを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項
に記載の表示処理装置。
【請求項６】
　前記表示処理手段は、前記第１の指標のうち前記補正設定手段で設定された補正値を示
す位置を、前記第１の指標のうちの他の位置と識別可能な形態で表示するように処理する
ことを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の表示処理装置。
【請求項７】
　前記表示処理手段は、前記第１の指標のうち前記補正設定手段で設定された補正値を示
す位置と、前記第２の指標との対応が識別可能な形態で、前記第１の指標と前記第２の指
標とを表示するように処理することを特徴とする請求項６に記載の表示処理装置。
【請求項８】
　前記表示処理手段は、前記第２の指標のうち、前記ブラケット値設定手段で設定された
前記ブラケット値を示す位置を、前記第２の指標のうちの他の位置と識別可能な形態で表
示するように処理することを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の表示処理装
置。
【請求項９】
　前記表示処理手段はさらに、前記第１の指標の近傍に、前記補正設定手段による設定に
関するガイダンス情報を表示するよう処理することを特徴とする請求項１乃至８の何れか
１項に記載の表示処理装置。
【請求項１０】
　前記表示処理手段はさらに、前記第２の指標の近傍に、前記ブラケット値設定手段によ
る設定に関するガイダンス情報を表示するように処理することを特徴とする請求項１乃至
９の何れか１項に記載の表示処理装置。
【請求項１１】
　前記補正設定手段で設定した補正値で前記オートブラケット撮影を行う撮像手段をさら
に有することを特徴とする請求項１乃至１０の何れか１項に記載の表示処理装置。
【請求項１２】
　特定の撮影設定の設定値をユーザからの指示に基づいて補正した補正値に設定する補正
設定ステップと、
　オートブラケット撮影におけるブラケット値をユーザからの指示に基づいて設定するブ
ラケット値設定ステップと、
　前記補正設定ステップと前記ブラケット値設定ステップとで設定可能な値の範囲を示す
目盛りと、前記補正設定ステップで設定可能な値の範囲を示し、前記目盛りと対応付けて
配列される第１の指標と、前記ブラケット値設定ステップで設定可能な値の範囲を示し、
前記第１の指標が表示される位置とは異なる位置に前記目盛り及び前記第１の指標と対応
付けて配列される第２の指標とを、同一画面上に表示するための処理を行う表示処理ステ
ップと、
を有することを特徴とする表示処理方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の表示処理方法をコンピュータに実行させるためのコンピュータ実行
可能なプログラム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のプログラムを格納したコンピュータで読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラ等の撮像装置に係る表示処理装置等に関し、特に、撮影条件
補正値および該撮影条件補正におけるブラケット値の設定技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタルカメラ等の撮像装置において、撮像装置が自動的に設定した適正露出値
をユーザが補正する露出補正機能を備えたものが実現されている。また、撮像装置が自動
的に設定した露出値、又はユーザが設定した露出補正値を中心としてオーバー側、アンダ
ー側に自動的に露出値を補正して複数コマを撮影するオートブラケット（ＡＥＢ）機能を
備えた撮像装置も実現されている。
【０００３】
　この種の撮像装置では、一般に、図１８（ａ）に示したような表示画面を参照しながら
露出補正値を設定したり、図１８（ｂ）に示したような表示画面を参照しながらブラケッ
ト値を設定したりすることができる。
【０００４】
　また、露出補正情報に係る指示部と全てのブラケット段数に係る指示部を対応付けて表
示することにより、露出補正情報とオートブラケット撮影回数分の全てのオートブラケッ
ト段数を一目で確認できるようにする技術も開発されている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特登録２６４６４９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に係る技術では、オートブラケット値を設定する場合に、露
出補正を加味した形態での全体的な露出補正可能範囲を確認しながらオートブラケット値
を設定することができず、不便であった。
【０００６】
　なお、同様の問題は、露出補正に係るオートブラケット機能だけでなく、調光、シャッ
タ速度、絞り値、ホワイトバランス、ＩＳＯ感度等の各種の撮影条件に係る適正設定値を
補正して複数コマの撮影を自動的に行うオートブラケット機能においても発生していた。
【０００７】
　本発明は、このような技術的な背景の下になされたもので、その目的は、撮影条件の補
正を加味した形態での全体的な撮影条件補正可能範囲を確認しながら、オートブラケット
値を設定することができるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明は、特定の撮影設定の設定値をユーザからの指示に基
づいて補正した補正値に設定する補正設定手段と、オートブラケット撮影におけるブラケ
ット値をユーザからの指示に基づいて設定するブラケット値設定手段と、前記補正設定手
段と前記ブラケット値設定手段とで設定可能な値の範囲を示す目盛りと、前記補正設定手
段で設定可能な値の範囲を示し、前記目盛りと対応付けて配列される第１の指標と、前記
ブラケット値設定手段で設定可能な値の範囲を示し、前記第１の指標が表示される位置と
は異なる位置に前記目盛り及び前記第１の指標と対応付けて配列される第２の指標とを、
同一画面上に表示するための処理を行う表示処理手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、撮影条件補正機能とオートブラケット機能を併用した場合に設定可能
な全ての設定値に係る目盛りと対応付けて、設定可能な全ての撮影条件補正値に係る指標
と設定可能な全てのブラケット値に係る指標とが表示される。
【００１３】
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　従って、撮影条件の補正を加味した形態での全体的な撮影条件補正可能範囲を確認しな
がら、オートブラケット値を設定することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を図面に基づいて説明する。図１は、本発明
の実施の形態に係る撮像装置の外観図、図２は、図１に示した撮像装置の内部構成図であ
る。図１，２に示した撮像装置は、デジタル一眼レフカメラ（以下、カメラ本体という）
１００として構成されている。
【００１５】
　カメラ本体１００の上部には、アクセサリシュー１１０、光学ファインダ１０４、ＡＥ
（自動露出）ロックボタン１１２、焦点検出領域選択ボタン１１３、レリーズボタン１１
４が設けられている。さらに、カメラ本体１００の上部には、メイン電子ダイヤル４１１
、モードダイヤル６０、外部表示ユニット４０９も設けられている。
【００１６】
　ＡＥ（自動露出）ロックボタン１１２は、例えば、スポット測光で得られた適正露出値
に露出値を固定して撮影する場合に用いられる。焦点検出領域選択ボタン１１３は、ＡＦ
（自動合焦）制御における焦点検出領域を選択するために用いられる。レリーズボタン１
１４は、撮像動作を指示するために用いられる。
【００１７】
　メイン電子ダイヤル４１１は、他の操作ボタンと共に操作されることによって、カメラ
動作に関する数値を入力したり撮像モードを切換えたりするために用いられる。外部表示
ユニット４０９は、液晶パネル等により構成され、シャッタ速度値、絞り値、撮像モード
等の撮影条件その他の情報を表示する。
【００１８】
　カメラ本体１００の背面には、ＬＣＤモニタユニット４１７、再生ボタン６６、メニュ
ーボタン６８、サブ電子ダイヤル１１６、ＳＥＴボタン１１７、電源スイッチ７２が設け
られている。また、不図示であるが十字キーやマルチコントローラー等の操作部材も設け
られている。
【００１９】
　ＬＣＤモニタユニット４１７は、撮影により得られた画像（画像データ）や各種設定画
面等を表示するために利用される。ＬＣＤモニタユニット４１７は、透過型ＬＣＤで構成
され、バックライト４１６（図２参照）を有している。なお、ＬＣＤモニタユニット４１
７は、本撮像装置で設定或いは処理可能な各種の設定、処理等を指定するためのメニュー
画面や、後述する露出補正／ＡＥＢ設定画面（ＧＵＩ画面：図１４参照）を表示する表示
器としても利用される。再生ボタン６６は、撮影した画像をＬＣＤモニタユニット４１７
に再生表示させる際に利用される。
【００２０】
　メニューボタン６８は、ＬＣＤモニタユニット４１７にカメラの各種設定を行うための
メニュー画面を表示させるために利用される。例えば、撮影モードを設定する場合は、こ
のメニューボタン６８を押下した後、サブ電子ダイヤル１１６を操作して所望のモードを
選択し、所望のモードが選択された状態でＳＥＴボタン１１７を押下することにより、撮
影モードの設定が完了する。
【００２１】
　なお、図１４の露出補正／ＡＥＢ設定画面に遷移する場合は、上記のメニュー画面を表
示した後、サブ電子ダイヤル１１６及びメイン電子ダイヤル４１１で露出補正／ＡＥＢ設
定を選択した状態でＳＥＴボタン１１７を押下すればよい。
【００２２】
　カメラ本体１００の前面にはマウント１０６（図３参照）が設けられており、このマウ
ント１０６には、交換レンズ３００に設けられたマウント３０６が着脱可能に結合される
。図２において、４０１は撮像光軸を示している。交換レンズ３００には、複数のレンズ
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により構成されるレンズユニット３１０、絞り３１２が設けられている。
【００２３】
　また、カメラ本体１００の内部において、ミラー１３０が撮像光路内に配置されている
。このミラー１３０は、レンズユニット３１０からの被写体光をファインダ光学系に向け
て反射する位置（図２に示す位置）と、撮像光路外に退避する位置との間で移動可能とな
っている。ピント板２０４上には、ミラー１３０で反射された被写体光によって被写体像
が形成される。
【００２４】
　２０５はファインダの視認性を向上させるためのコンデンサレンズ、１３２はペンタゴ
ナルダハプリズムである。ペンタゴナルダハプリズム１３２は、ピント板２０４及びコン
デンサレンズ２０５を通った被写体光を接眼レンズ２０８に導く。これらピント板２０４
～接眼レンズ２０８によって光学ファインダ１０４が構成される。ユーザは、ピント板２
０４上に形成された被写体像を接眼レンズ２０８を通して観察することができる。
【００２５】
　２０９，２１０は、それぞれ、フォーカルプレンシャッタ１２（図３参照）を構成する
後幕と先幕である。これら後幕２０９及び先幕２１０の開放制御により、撮像素子１４が
必要な時間だけ露光される。撮像素子１４は、ＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサにより構成
され、その前面には光学ローパスフィルタ４１８が配設されている。
【００２６】
　また、撮像素子１４は、プリント基板２１１に接続されている。このプリント基板２１
１の後方には、表示基板２１５が配置されている。表示基板２１５の反対側の面には、Ｌ
ＣＤモニタユニット４１７及びバックライト４１６が配置されている。
【００２７】
　２００は撮像動作で得られた画像データを記録する記録媒体であり、半導体メモリやハ
ードディスク等により構成される。８６は二次電池である。記録媒体２００及び電池８６
は、カメラ本体１００に対して着脱が可能である。
【００２８】
　次に、カメラ本体１００及び交換レンズ３００の回路構成を図３に基づいて説明する。
なお、図３において、図１及び図２に示した構成要素については、図１及び図２と同一の
符号を付している。
【００２９】
　まず、交換レンズ３００内の回路構成について説明する。交換レンズ３００には、この
交換レンズ３００をカメラ本体１００と電気的に接続するためのコネクタ３２２及びイン
ターフェース３２０が設けられている。コネクタ３２２及びインターフェース３２０は、
カメラ本体１００に設けられたコネクタ１２２及びインターフェース１２０を介して、後
述するレンズシステム制御回路３５０とカメラ本体１００内のシステム制御回路５０との
通信を可能とする。
【００３０】
　絞り制御部３４０は、絞り３１２を制御する制御部である。絞り制御部３４０は、後述
する測光制御部４６からの測光情報に基づいて、シャッタ制御部４０と連携しながら絞り
３１２を制御する。フォーカス制御部３４２は、レンズユニット３１０のフォーカス動作
を制御する。ズーム制御部３４４は、レンズユニット３１０の変倍動作を制御する。
【００３１】
　レンズシステム制御回路３５０は、交換レンズ３００の各種動作を全体的に制御する。
レンズシステム制御回路３５０は、各種動作用の定数、変数、コンピュータプログラム等
を記憶するメモリを備えている。
【００３２】
　次に、カメラ本体１００内の回路構成について説明する。レンズユニット３１０及び絞
り３１２を通過した被写体光は、ミラー１３０が撮像光路外に退避した状態（ミラー１３
０がハーフミラーである場合は撮像光路内に配置された状態）で、開放されたフォーカル
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プレンシャッタ１２を通過して撮像素子１４に入射される。撮像素子１４は、入射された
被写体光を光電変換し、アナログの画像信号として出力する。
【００３３】
　Ａ／Ｄ変換器１６は、撮像素子１４から出力されるアナログ信号（画像信号）をデジタ
ル信号に変換する。タイミング発生回路１８は、メモリ制御回路２２及びシステム制御回
路５０の制御の下に、撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６及びＤ／Ａ変換器２６にクロック
信号や制御信号を供給する。
【００３４】
　画像処理回路２０は、Ａ／Ｄ変換器１６からの画像データ又はメモリ制御回路２２から
の画像データに対して、画素補間処理や色変換処理を行う。また、画像処理回路２０は、
Ａ／Ｄ変換器１６から出力される画像データを用いて所定の演算処理を行う。システム制
御回路５０は、この演算結果に基づいて、シャッタ制御部４０及び焦点調節部４２を制御
するためのＴＴＬ方式のオートフォーカス（ＡＦ）処理、自動露出（ＡＥ）処理及びフラ
ッシュプリ発光（ＥＦ）処理を行う。
【００３５】
　さらに、画像処理回路２０は、Ａ／Ｄ変換器１６から出力される画像データを用いて所
定の演算処理を行い、この演算結果に基づいてＴＴＬ方式のオートホワイトバランス（Ａ
ＷＢ）処理も行う。
【００３６】
　メモリ制御回路２２は、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理回路２
０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０及び圧縮・伸長回路３２を制御
する。Ａ／Ｄ変換器１６から出力された画像データは、画像処理回路２０及びメモリ制御
回路２２を介して、又はメモリ制御回路２２のみを介して画像表示メモリ２４又はメモリ
３０に書き込まれる。
【００３７】
　画像表示部２８は、Ｄ／Ａ変換器２６によりアナログ信号に変換され、画像表示メモリ
２４に書き込まれた画像信号を、図１及び図２に示したＬＣＤモニタユニット４１７に逐
次表示することで、電子ビューファインダ（ＥＶＦ）機能を実現する。なお、画像表示部
２８は、システム制御回路５０の指示により、電子ビューファインダ（ＥＶＦ）機能をＯ
Ｎ／ＯＦＦする。
【００３８】
　メモリ３０は、撮像に係る静止画像を格納する。また、メモリ３０は、動画撮影時に所
定レートで連続的に記録媒体２００、付属装置２１０書き込まれる画像のフレームバッフ
ァとして使用される。さらに、メモリ３０は、システム制御回路５０の作業領域としても
使用される。
【００３９】
　圧縮・伸長回路３２は、公知の画像圧縮方法を用いて画像データを圧縮・伸長する。圧
縮・伸長回路３２は、メモリ３０に格納された画像を読み込んで圧縮処理又は伸長処理を
行い、処理を終えたデータを再びメモリ３０に書き込む。
【００４０】
　シャッタ制御部４０は、測光制御部４６からの測光情報に基づいて、絞り制御部３４０
と連携しながら、フォーカルプレンシャッタ１２のシャッタ速度を制御する。
【００４１】
　焦点調節部４２は、ミラー１３０を透過して不図示のサブミラーによって導かれた被写
体像の位相差を検出することで、ＡＦ（オートフォーカス）処理を行う。測光制御部４６
は、不図示の測光センサからの出力信号に基づいて、ＡＥ（自動露出）処理を行う。
【００４２】
　フラッシュ４８は、ＡＦ補助光の投光機能やフラッシュ調光機能を有する。なお、測光
制御部４６は、フラッシュ４８と連携して、ＥＦ（フラッシュ調光）処理を行う。
【００４３】
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　システム制御回路５０は、ＣＰＵやメモリを含み、カメラ本体１００の動作を全体的に
制御する。メモリ５２には、システム制御回路５０の動作用の定数、変数、コンピュータ
プログラム（基本プログラム）等が記憶される。
【００４４】
　通知部５４は、システム制御回路５０でのコンピュータプログラムの実行に応じて、文
字、画像をＬＣＤやＬＥＤ等により表示したり、音声をスピーカ（図示省略）から発した
りして、カメラの動作状態やメッセージ等を外部に通知する。この通知部５４には、光学
ファインダ１０４内に絞り値、シャッタ速度、合焦度、手振れ警告、露出補正値等の表示
を行うＬＣＤユニットが含まれる。
【００４５】
　不揮発性メモリ５６は、例えば電気的に消去・記録可能なＥＥＰＲＯＭ等で構成され、
コンピュータプログラム等の格納用メモリとして使用される。この場合、当然ながら、コ
ンピュータプログラムは、コンピュータ読取可能に不揮発性メモリ５６に格納される。
このコンピュータプログラムには、後述する図４～図１３のフローチャートに係るコンピ
ュータ実行可能に構成されたアプリケーションプログラムが含まれる。不揮発性メモリ５
６には、メニュー画面、露出補正／ＡＥＢ設定画面等のＧＵＩ画面上で設定された設定値
、メイン電子ダイヤル４１１、サブ電子ダイヤル１１６の操作で設定された設定値、モー
ドダイヤル６０の操作で指定された撮影モード情報等も格納される。
【００４６】
　シャッタスイッチ（ＳＷ１）６２は、レリーズボタン１１４の第１ストローク操作（半
押し）によってＯＮとなり、ＡＦ処理、ＡＥ処理、ＡＷＢ処理、ＥＦ処理等の動作開始を
システム制御回路５０に指示する。シャッタスイッチ（ＳＷ２）６４は、レリーズボタン
１１４の第２ストローク操作（全押し）によってＯＮとなり、露光処理、現像処理及び記
録処理からなる一連の撮像処理の動作開始をシステム制御回路５０に指示する。
【００４７】
　再生ボタン６６は、撮影に係る画像データをメモリ３０あるいは記録媒体２００、他の
付属装置２１０から読出して画像表示部２８（ＬＣＤユニット４１７）に表示する再生動
作の開始をシステム制御回路５０に指示するために操作される。
【００４８】
　メニューボタン６８は、メニュー画面の表示をシステム制御回路５０に指示するために
操作される。システム制御回路５０は、メニュー画面の表示指示を受けて、撮影条件等を
不揮発性メモリ５６から読み出してメニュー画面を作成し、ＬＣＤユニット４１７に表示
する。
【００４９】
　操作部７０は、再生ボタン６６、メニューボタン６８などの各種ボタンや、メイン電子
ダイヤル４１１、サブ電子ダイヤル１１６、モードダイヤル６０などの各種ダイヤルを含
む。システム制御回路５０は、操作部７０からの信号に応じて各種動作を行う。
【００５０】
　電源スイッチ７２は、カメラ本体１００の電源のオン／オフを切換えるためのスイッチ
である。また、電源スイッチ７２の操作によって、カメラ本体１００に接続された交換レ
ンズ３００、外部フラッシュ１１５、記録媒体２００及び他の付属装置（パーソナルコン
ピュータ等）２１０の電源のオン／オフも同時に切換えることができる。
【００５１】
　電源制御部８０は、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切換え
るスイッチ回路等により構成されている。電源制御部８０は、電池の装着の有無、電池の
種類及び電池残量の検出を行い、その検出結果及びシステム制御回路５０の指示に基づい
てＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体２００を含む各部
に供給する。
【００５２】
　コネクタ８２，８４は、電池等の電源８６からの電力をカメラ本体１００、交換レンズ
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３００、外部フラッシュ１１５、記録媒体２００及び他の付属装置２１０に供給する。９
０，９４は記録媒体２００及び付属装置２１０のインターフェースであり、９２，９６は
記録媒体２００や付属装置２１０との接続を行うコネクタである。９８はコネクタ９２，
９６に記録媒体２００や付属装置２１０が装着されているか否かを検出する着脱検出回路
である。
【００５３】
　次に、画像表示部２８（ＬＣＤユニット４１７）に表示される露出補正／ＡＥＢ設定画
面を、図１４～図１６に基づいて説明する。この露出補正／ＡＥＢ設定画面の表示処理は
、不揮発性メモリ５６に格納されたアプリケーションプログラムをシステム制御部５０が
実行することにより行われる。
【００５４】
　まず、図１４に基づいて、露出補正／ＡＥＢ設定画面の概要を説明する。図１４に示し
たように、露出補正／ＡＥＢ設定画面には、目盛り１４０５、露出補正設定可能範囲１４
０６、ブラケット設定可能範囲１４０７が対応付けて表示される。
【００５５】
　目盛り１４０５には、測光情報に基づいてシステム制御部５０が算出した適正露出値を
基準値「０」１４１４として、露出補正機能とオートブラケット（ＡＥＢ）機能を併用し
た場合に設定可能な全ての露出値に係る目盛りが刻まれている。
【００５６】
　従って、目盛り１４０５と、露出補正設定可能範囲１４０６と、ブラケット設定可能範
囲１４０７とを対応付けて表示することにより、露出補正を加味した形態での全体的な露
出補正可能範囲を確認しながら、オートブラケット値を設定することが可能となる。換言
すれば、撮影条件の補正を加味した形態での全体的な撮影条件補正可能範囲を確認しなが
ら、オートブラケット値を設定することが可能となる。
【００５７】
　上記の目盛り１４０５は、ＡＥＢ設定画面の所定位置に固定的に表示される。ただし、
目盛りの数、すなわち設定可能な露出補正値の全体の数は、ＡＥＢ機能を用いる場合と用
いない場合とで異なる。しかし、ＡＥＢ機能を用いる場合と用いない場合の何れの場合も
、露出オーバー側の目盛りの数と露出アンダー側の目盛りの数は同数となっている。
【００５８】
　また、適正露出値に対応する基準値「０」１４１４は、一目で識別可能なように、他の
露出値とは異なる特殊な形態で表示される。さらに、目盛り１４０５においては、整数の
露出値は、その露出値に対応する数字で示され、各整数の露出値間の小数点以下の数値を
含む露出値は、○印で示されている。
【００５９】
　さらに、オーバー側の目盛りの上部には、符号１４１３で示したように「明るく」とい
う文字列が表示され、アンダー側の目盛りの上部には、符号１４１２で示したように「暗
く」という文字列が表示される。これら文字列の表示により、ユーザは、思考を廻らすこ
となく、瞬時に、これから行う露出補正値、ブラケット値の設定の効果を認識することが
可能となる。
【００６０】
　露出補正設定可能範囲１４０６としては、目盛り１４０５に刻まれた目盛りと対応する
形で、矩形状の複数の指標が表示されている。ブラケット設定可能範囲１４０７としては
、目盛り１４０５に刻まれた目盛り、及び露出補正設定可能範囲１４０６の指標と対応す
る形で、矩形状の複数の指標が表示されている。
【００６１】
　露出補正値が設定（指定）された場合は、その露出補正値に対応する露出補正設定可能
範囲１４０６の指標に対して、露出補正カーソル１４０９が点灯表示される。また、「０
」以外のブラケット値が設定（指定）された場合は、その設定に係るブラケット値に対応
するブラケット設定可能範囲１４０７の指標に対して、ブラケットカーソル１４０８，１
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４１０が表示される。この場合、通常は、アンダー側ブラケットカーソル１４０８と、オ
ーバー側ブラケットカーソル１４１０の２つのブラケットカーソルが点灯表示される。
【００６２】
　なお、「０」以外のブラケット値が設定（指定）された場合は、露出補正カーソル１４
０９は、ブラケット設定可能範囲１４０７の中央の指標に跨って点灯表示される。これは
、ブラケット設定可能範囲１４０７の中央の指標は、常に、設定された露出補正値に係る
指標と対向しており、設定に係る露出補正値の変化に連動してブラケット設定可能範囲１
４０７と一体になって移動することを意味する。この移動により、露出補正値を設定した
後にオートブラケット値を設定しようとするときに、そのオートブラケット値の設定によ
って全体的な露出値がどのように変化するかを、瞬間的に認識することが可能となる。
【００６３】
　また、露出補正設定可能範囲１４０６の表示領域の近傍（左横の位置）には、露出補正
設定可能範囲１４０６の指標が露出補正に係るものである旨をユーザに知らしめるべく、
「＋／－」アイコン１４０１がガイダンス表示される。
【００６４】
　また、露出補正設定可能範囲１４０６の表示領域の近傍（右横の位置）には、露出補正
値を設定するための操作部材を示すガイダンス用のアイコン、すなわち、サブ電子ダイヤ
ル１１６の形状をしたガイダンスアイコン１４０３が表示される。このガイダンスアイコ
ン１４０３によって、サブ電子ダイヤル１１６を操作することで露出補正値に係る指標を
指定（設定）することができることを、ユーザが容易に認識できる。
【００６５】
　ブラケット設定可能範囲１４０７の表示領域の近傍（左横の位置）には、ブラケット設
定可能範囲１４０７の指標がブラケットに係るものである旨をユーザに知らしめるべく、
「ＡＥＢ」アイコン１４０２が表示される。
【００６６】
　また、ブラケット設定可能範囲１４０７の表示領域の近傍（右横の位置）には、ブラケ
ット値を設定するための操作部材を示すために、メイン電子ダイヤル４１１の形状をした
ガイダンスアイコン１４０４が表示される。このガイダンスアイコン１４０４によって、
メイン電子ダイヤル４１１を操作することでブラケット値に係る指標を指定（設定）する
ことができることを、ユーザが容易に認識できる。
【００６７】
　次に、ブラケット値が「０」の場合の露出補正／ＡＥＢ設定画面を、図１５に基づいて
説明する。
【００６８】
　ブラケット値が「０」の場合、すなわち、ブラケット機能を用いない場合は、露出補正
は、露出補正機能だけを用いて行なわれる。換言すれば、ブラケット機能を用いない場合
は、露出補正機能とオートブラケット（ＡＥＢ）機能を併用した場合に設定可能な全ての
露出値は、露出補正機能で設定可能な露出値だけとなる。
【００６９】
　従って、ブラケット値が「０」の場合の露出補正／ＡＥＢ設定画面では、図１５（ａ）
に示したように、目盛り１５０１としては、露出補正機能で設定可能な露出値（－２ＥＶ
～＋２ＥＶ）に係る目盛りだけが刻まれている。
【００７０】
　また、ブラケット値が「０」の場合は、ブラケット設定可能範囲は非表示となり、露出
補正設定可能範囲１５０２の指標だけが表示される。これにより、ブラケット値の誤った
設定操作、或いは無効処理される無駄なブラケット値の設定操作を低減することが可能と
なる。
【００７１】
　なお、図１５（ａ）は、露出補正のステップが１／３段の場合の露出補正／ＡＥＢ設定
画面を示し、目盛り１５０４及び露出補正設定可能範囲１５０５の指標は、１／３段の刻
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み（整数の露出値間の○印、指標が２つ）で表示されている。露出補正のステップが１／
２段の場合は、図１５（ｂ）に示したように、目盛り１５０４、及び上記の指標は、１／
２段の刻み（整数の露出値間の○印、指標が１つ）で表示される。
【００７２】
　次に、ブラケット値が「０」以外の場合の露出補正／ＡＥＢ設定画面を、図１６に基づ
いて説明する。
【００７３】
　ブラケット値が「０」以外の場合、すなわち、ブラケット機能を用いる場合は、露出補
正は、露出補正機能とオートブラケット機能の双方を用いて行なわれる。従って、オート
ブラケット機能を用いる場合、すなわち、露出補正機能とオートブラケット（ＡＥＢ）機
能を併用した場合において設定可能な全ての露出値は、露出補正機能とオートブラケット
機能とで設定可能な露出値を合わせたものとなる。
【００７４】
　従って、ブラケット値が「０」以外の場合の露出補正／ＡＥＢ設定画面では、図１６（
ａ）に示したように、目盛り１６０１としては、露出値（－４ＥＶ～＋４ＥＶ）に係る目
盛りが刻まれている。この露出値（－４ＥＶ～＋４ＥＶ）は、露出補正機能で設定可能な
露出値（－２ＥＶ～＋２ＥＶ）とオートブラケット機能で設定可能な露出値（－２ＥＶ～
＋２ＥＶ）を合わせたものである。
【００７５】
　また、ブラケット値が「０」以外の場合は、ブラケット設定可能範囲１６０６の指標も
露出補正設定可能範囲１６０５の指標と共に表示される。なお、図１６（ａ）は、露出補
正のステップが１／３段の場合の露出補正／ＡＥＢ設定画面を示し、目盛り１６０１、露
出補正設定可能範囲１６０５及びオートブラケット設定可能範囲１６０６の指標は、１／
３段の刻みで配列されて表示されている。露出補正のステップが１／２段の場合は、図１
６（ｂ）に示したように、上記の目盛り、指標は、１／２段の刻みで配列されて表示され
る。
【００７６】
　次に、露出補正／ＡＥＢ設定画面の表示処理の概要を、図４のフローチャートに基づい
て説明する。なお、図４等のフローチャートにおいて、Ｓ４０１等、数字の前に英字「Ｓ
」が付されたものは、処理のステップ番号を示している。また、図４のＳ４０１、Ｓ４０
２、Ｓ４０３、Ｓ４０４、Ｓ４０５、Ｓ４０６の処理の詳細は、それぞれ、図５、図６、
図７、図８、図９、図１０のフローチャートに基づいて後で説明する。さらに、図４、図
１２、図１３では、便宜上、目盛り等を示す符号は、図１４で付した符号を用いている。
【００７７】
　ユーザが前述のメニュー画面を介して露出補正／ＡＥＢ設定の指示を行うと、システム
制御回路５０は、露出補正／ＡＥＢ設定の表示に必要なデータを不揮発性メモリ５６から
取得する（Ｓ４０１）。この必要なデータとしては、数値に係る文字パターンデータ、ア
イコンパターンデータ等の他に、ユーザが露出補正／ＡＥＢ設定の指示を行う前に設定し
た撮影モード、露出補正値のステップ段数等のデータがある。また、必要なデータとして
は、ブラケット値、システム制御回路５０が測光情報等に基づいて算出したシャッタ速度
、絞り値等のデータもある。
【００７８】
　次に、システム制御回路５０は、取得した上記のブラケット値、ステップ段数等のデー
タに基づいて、目盛り１４０５を表示する（Ｓ４０２）。次に、システム制御回路５０は
、露出補正設定可能範囲１４０６の指標、ブラケット設定可能範囲１４０７の指標を表示
する（Ｓ４０３、Ｓ４０４）。
【００７９】
　次に、システム制御回路５０は、シャッタ速度値と絞り値に基づいて算出した露出補正
値、又はユーザが設定した露出補正値に基づいて、露出補正カーソル１４０９を表示する
（Ｓ４０５）。さらに、システム制御回路５０は、ユーザが設定したブラケット値に基づ
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いて、アンダー側ブラケットカーソル１４０８、オーバー側ブラケットカーソル１４１０
を表示する（Ｓ４０５）。
【００８０】
　そして、システム制御回路５０は、ガイダンス情報を表示して（Ｓ４０６）、露出補正
／ＡＥＢ設定画面の表示処理を終了する。表示されるガイダンス情報としては、「＋／－
」アイコン１４０１、「ＡＥＢ」アイコン１４０２、ガイダンスアイコン１４０３，１４
０４、文字列「暗く」１４１２、「明るく」１４１３がある。
【００８１】
　次に、図４のＳ４０１におけるデータ取得処理の詳細を、図５のフローチャートに基づ
いて説明する。
【００８２】
　データ取得処理では、システム制御回路５０は、不揮発性メモリ５６から、露出補正値
を読み込み（Ｓ５０１）、ブラケット値を読み込み（Ｓ５０２）、露出補正のステップ段
数を読み込む（Ｓ５０３）。
【００８３】
　次に、システム制御回路５０は、露出補正設定可能範囲１４０６の指標を表示するか否
かを示す露出補正設定可否フラグに、初期値「可」をセットする（Ｓ５０４）。同様に、
システム制御回路５０は、ブラケット設定可能範囲１４０７の指標を表示するか否かを示
すブラケット設定可否フラグに、初期値「可」をセットする（Ｓ５０５）。
【００８４】
　次に、システム制御回路５０は、撮影モードを判別する（Ｓ５０６）。その結果、撮影
モードが「Ｂｕｌｂ」、すなわち長時間露出モードであれば、ブラケット設定可否フラグ
に「否」をセットし直す（Ｓ５０７）。そして、露出補正設定可否フラグに「否」をセッ
トし直して（Ｓ５０８）、データ取得処理を終了する。
【００８５】
　このように、ブラケット設定可否フラグ及び露出補正設定可否フラグに「否」がセット
されることで、露出補正設定可能範囲１４０６及びブラケット設定可能範囲１４０７の指
標が共に非表示状態となり、露出補正値及びブラケット値の設定が実質的に不可能となる
。
【００８６】
　撮影モードが「Ｍ」、すなわちマニュアルモードであれば、システム制御回路５０は、
露出補正値の設定を不可能にすべく、露出補正設定可否フラグに「否」をセットし直して
（Ｓ５０８）、本処理を終了する。また、撮影モードが「Ｂｕｌｂ」、「Ｍ」以外のモー
ドであれば、システム制御回路５０は、現在、ＡＥＢ撮影の途中であるか否かを判別する
（Ｓ５０９）。
【００８７】
　その結果、ＡＥＢ撮影の途中であれば、システム制御回路５０は、露出補正値の設定を
不可能にすべく、露出補正設定可否フラグに「否」をセットし直して（Ｓ５０８）、本処
理を終了する。一方、ＡＥＢ撮影の途中ではない場合は、システム制御回路５０は、上記
２つのフラグの変更を一切行うことなく終了することで、露出補正値、及びブラケット値
の設定を可能にする。
【００８８】
　次に、図４のＳ４０２における目盛り表示処理の詳細を、図６のフローチャートに基づ
いて説明する。
【００８９】
　目盛り表示処理では、システム制御回路５０は、まず、露出補正のステップ段数を判別
する（Ｓ６０１）。その結果、露出補正のステップ段数が「１／２」であれば、システム
制御回路５０は、ブラケット値を判別する（Ｓ６０２）。その結果、ブラケット値が「０
」であれば、システム制御回路５０は、－２（ＥＶ）から＋２（ＥＶ）の範囲内で１／２
ステップ刻みの目盛りを表示して（Ｓ６０３）、目盛り表示処理を終了する。
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【００９０】
　一方、ブラケット値が「０」以外であれば、システム制御回路５０は、－４（ＥＶ）か
ら＋４（ＥＶ）の範囲内で１／２ステップ刻みの目盛りを表示して（Ｓ６０４）、目盛り
表示処理を終了する。
【００９１】
　Ｓ６０１にて、露出補正のステップ段数が「１／３」であると判別された場合は、シス
テム制御回路５０は、ブラケット値を判別する（Ｓ６０５）。その結果、ブラケット値が
「０」であれば、システム制御回路５０は、－２（ＥＶ）から＋２（ＥＶ）の範囲内で１
／３ステップ刻みの目盛りを表示して（Ｓ６０６）、目盛り表示処理を終了する。
【００９２】
　一方、ブラケット値が「０」以外であれば、システム制御回路５０は、－４（ＥＶ）か
ら＋４（ＥＶ）の範囲内で１／３ステップ刻みの目盛りを表示して（Ｓ６０７）、目盛り
表示処理を終了する。
【００９３】
　次に、図４のＳ４０３における露出補正設定可能範囲の表示処理の詳細を、図７のフロ
ーチャートに基づいて説明する。
【００９４】
　露出補正設定可能範囲の表示処理では、システム制御回路５０は、露出補正設定可否フ
ラグのセット内容を判別する（Ｓ７０１）。その結果、露出補正設定可否フラグが「否」
の場合は、システム制御回路５０は、露出補正設定可能範囲１４０６の指標を非表示する
という、特殊な表示形態で表示し（Ｓ７０２）、本表示処理を終了する。
【００９５】
　一方、露出補正設定可否フラグが「可」の場合は、システム制御回路５０は、露出補正
のステップ段数を判別する（Ｓ７０３）。その結果、露出補正のステップ段数が「１／２
」である場合は、－２（ＥＶ）から＋２（ＥＶ）の範囲内で１／２ステップ刻みで露出補
正設定可能範囲１４０６の指標を表示して（Ｓ７０４）、本表示処理を終了する。
【００９６】
　一方、露出補正のステップ段数が「１／３」である場合は、－２（ＥＶ）から＋２（Ｅ
Ｖ）の範囲内で１／３ステップ刻みで露出補正設定可能範囲１４０６の指標を表示して（
Ｓ７０５）、本表示処理を終了する。
【００９７】
　次に、図４のＳ４０４におけるブラケット設定可能範囲の表示処理の詳細を、図８のフ
ローチャートに基づいて説明する。
【００９８】
　ブラケット設定可能範囲の表示処理では、システム制御回路５０は、ブラケット設定可
否フラグのセット内容を判別する（Ｓ８０１）。その結果、ブラケット設定可否フラグが
「否」の場合は、システム制御回路５０は、ブラケット設定可能範囲１４０７の指標を非
表示にするという、特殊な表示形態で表示して（Ｓ８０２）、本表示処理を終了する。
【００９９】
　一方、ブラケット設定可否フラグが「可」の場合は、システム制御回路５０は、露出補
正のステップ段数を判別する（Ｓ８０３）。その結果、露出補正のステップ段数が「１／
２」である場合は、システム制御回路５０は、「露出補正値－２」（ＥＶ）から「露出補
正値＋２」（ＥＶ）の範囲内で１／２ステップ刻みでブラケット設定可能範囲１４０７の
指標を表示する（Ｓ８０４）。ブラケット設定可能範囲１４０７の指標を表示すると、本
表示処理を終了する。
【０１００】
　一方、露出補正のステップ段数が「１／３」である場合は、システム制御回路５０は、
「露出補正値－２」（ＥＶ）から「露出補正値＋２」（ＥＶ）の範囲内で１／３ステップ
刻みでブラケット設定可能範囲１４０７の指標を表示して（Ｓ８０５）、本表示処理を終
了する。
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【０１０１】
　このように、本実施の形態では、ブラケット設定可能範囲１４０７の指標の表示範囲を
、「露出補正値－２」（ＥＶ）から「露出補正値＋２」（ＥＶ）の範囲内としている。こ
れにより、ブラケット設定可能範囲１４０７の中央の指標は、常に、露出補正値に係る指
標と対向する位置に存在することになる。したがって、ブラケット値を設定する際に、そ
のブラケット値の設定で露出補正値を加味した全体的な露出補正の効果がどのように変化
するかを、瞬時に認識することが可能となる。
【０１０２】
　換言すれば、露出補正を加味した形態での全体的な露出補正可能範囲を容易に確認しな
がら、オートブラケット値を設定することが可能となる。
【０１０３】
　次に、図４のＳ４０５における露出補正・ブラケット値表示処理の詳細を、図９のフロ
ーチャートに基づいて説明する。
【０１０４】
　露出補正・ブラケット値表示処理では、システム制御回路５０は、ブラケット設定可否
フラグのセット内容を判別する（Ｓ９０１）。その結果、ブラケット設定可否フラグが「
否」の場合は、システム制御回路５０は、露出補正設定可能範囲１４０６の露出補正値に
係る指標の位置に露出補正カーソル１４０９を表示して（Ｓ９０２）、本表示処理を終了
する。
【０１０５】
　一方、ブラケット設定可否フラグが「可」の場合は、システム制御回路５０は、ブラケ
ット設定可能範囲１４０７の指標のうち、「露出補正値－ブラケット値」に係る指標の位
置にアンダー側ブラケットカーソル１４０８を表示する（Ｓ９０３）。さらに、システム
制御回路５０は、ブラケット設定可能範囲１４０７の指標のうち、「露出補正値＋ブラケ
ット値」に係る指標の位置に、オーバー側ブラケットカーソル１４１を表示する（Ｓ９０
４）。
【０１０６】
　次に、システム制御回路５０は、露出補正設定可能範囲１４０６の露出補正値に係る指
標と、その指標に対向するブラケット設定可能範囲１４０７の指標（中央の指標）に跨る
形態で、露出補正カーソル１４０９を表示して（Ｓ９０５）、本表示処理を終了する。
【０１０７】
　以上の処理により、ブラケット設定可能範囲１４０７の中央の指標の位置に露出補正カ
ーソル１４０９が表示された状態で、その両側にアンダー側ブラケットカーソル１４０８
、オーバー側ブラケットカーソル１４１０が表示されることとなる。これにより、ブラケ
ット値を設定する場合に、露出補正値を加味した全体的な露出補正効果を容易に把握する
ことが可能となる。さらに、露出補正値に対するブラケット値の乖離度も容易に把握する
ことが可能となる。
【０１０８】
　次に、図４のＳ４０６におけるガイダンス表示処理の詳細を、図１０のフローチャート
に基づいて説明する。
【０１０９】
　ガイダンス表示処理では、システム制御回路５０は、露出補正設定可否フラグのセット
内容を判別する（Ｓ１００１）。その結果、露出補正設定可否フラグが「否」の場合は、
システム制御回路５０は、露出補正に係る「＋／－」アイコン１４０１、ガイダンスアイ
コン１４０３をグレー色で表示して（Ｓ１００２）、後述のＳ１００４に進む。
【０１１０】
　一方、露出補正設定可否フラグが「可」の場合は、システム制御回路５０は、露出補正
に係る「＋／－」アイコン１４０１、ガイダンスアイコン１４０３を白色で表示して（Ｓ
１００３）、Ｓ１００４に進む。
【０１１１】
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　Ｓ１００４では、システム制御回路５０は、ブラケット設定可否フラグのセット内容を
判別する。その結果、ブラケット設定可否フラグが「否」の場合は、システム制御回路５
０は、ブラケットに係る「ＡＥＢ」アイコン１４０２、ガイダンスアイコン１４０４をグ
レー色で表示する（Ｓ１００５）。
【０１１２】
　一方、ブラケット設定可否フラグが「可」の場合は、システム制御回路５０は、ブラケ
ットに係る「ＡＥＢ」アイコン１４０２、ガイダンスアイコン１４０４を白色で表示する
（Ｓ１００６）。
【０１１３】
　なお、ガイダンスアイコン１４０３，１４０４がグレー色で表示されている間は、たと
えサブ電子ダイヤル１１６、メイン電子ダイヤル４１１に操作を行っても、システム制御
回路５０により、無効処理される。
【０１１４】
　このように、設定が「否」となっている設定可否フラグに対応する露出補正、又はブラ
ケットに係るアイコンをグレー色で表示することにより、誤操作を低減することが可能と
なる。
【０１１５】
　次に、露出補正／ＡＥＢ設定画面の表示中にユーザ操作がなされた場合の処理を、図１
１のフローチャートに基づいて説明する。
【０１１６】
　露出補正／ＡＥＢ設定画面の表示中にユーザが何らかの操作を行った場合、システム制
御回路５０は、その操作の内容を判別する（Ｓ１１０１）。その結果、サブ電子ダイヤル
１１６が操作されている場合は、システム制御回路５０は、その操作に応じて露出補正値
の表示、すなわち露出補正カーソル１４０９の表示位置を更新して（Ｓ１１０２）、Ｓ１
１０１に戻る。このＳ１１０２の処理の詳細は、後で図１２に基づいて説明する。
【０１１７】
　メイン電子ダイヤル４１１が操作されている場合は、システム制御回路５０は、その操
作に応じてブラケット値の表示、すなわちブラケットカーソル１４０８，１４１０の表示
位置を更新して（Ｓ１１０３）、Ｓ１１０１に戻る。このＳ１１０３の処理の詳細は、後
で図１３に基づいて説明する。
【０１１８】
　ＳＥＴボタンが操作されている場合は、システム制御回路５０は、ダイヤル操作で変更
された露出補正値、ブラケット値を不揮発性メモリ５６に格納することにより、その設定
を確定する（Ｓ１１０４，Ｓ１１０５）。そして、システム制御回路５０は、露出補正／
ＡＥＢ設定画面を閉じて（Ｓ１１０６）、処理を終了する。
【０１１９】
　その後オートブラケット撮影の指示がされると、ここで設定された露出補正値、ブラケ
ット値に基づいて撮影が行われる。オートブラケット撮影では、ブラケット値が「０」以
外であれば、一度のレリーズボタン１１４の操作に応じて設定された露出補正値、ブラケ
ット値に基づいて複数回の撮影が自動的に行われる。
【０１２０】
　また、メニューボタンの操作、又は撮影操作が行われた場合は、システム制御回路５０
は、露出補正／ＡＥＢ設定画面を閉じて（Ｓ１１０６）、処理を終了する。
【０１２１】
　次に、図１１のＳ１１０２の処理の詳細を、図１２のフローチャートに基づいて説明す
る。
【０１２２】
　サブ電子ダイヤル１１６が操作された場合、システム制御回路５０は、露出補正設定可
否フラグのセット内容を判別する（Ｓ１２０１）。その結果、露出補正設定可否フラグが
「否」の場合は、何ら処理を行うことなく終了する。
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【０１２３】
　一方、露出補正設定可否フラグが「可」の場合は、システム制御回路５０は、サブ電子
ダイヤル１１６の回転方向を判別する（Ｓ１２０２）。その結果、左回転の場合は、シス
テム制御回路５０は、現在の露出補正値から回転操作に応じた露出補正ステップ段数（回
転ステップ数）を減じた値を、新しい露出補正値とする（Ｓ１２０３）。
【０１２４】
　右回転の場合は、システム制御回路５０は、現在の露出補正値に操作に応じた露出補正
ステップ段数（回転ステップ数）を加えた値を、新しい露出補正値とする（Ｓ１２０４）
。
【０１２５】
　次に、システム制御回路５０は、図９の露出補正・ブラケット値表示処理を実行するこ
とにより、新規な露出補正値に係る指標の位置に、露出補正カーソル１４０９を移動する
（Ｓ１２０５）。この場合、露出補正カーソル１４０９の移動に連動して、ブラケット設
定範囲１４０７と、露出補正カーソル１４０９の左右に位置するブラケットカーソル１４
０８，１４１０も移動することとなる。
【０１２６】
　次に、図１１のＳ１１０３の処理の詳細を、図１３のフローチャートに基づいて説明す
る。
【０１２７】
　メイン電子ダイヤル４１が操作された場合、システム制御回路５０は、ブラケット設定
可否フラグのセット内容を判別する（Ｓ１３０１）。その結果、ブラケット設定可否フラ
グが「否」の場合は、何ら処理を行うことなく終了する。
【０１２８】
　一方、ブラケット設定可否フラグが「可」の場合は、システム制御回路５０は、メイン
電子ダイヤル４１１の回転方向を判別する（Ｓ１３０２）。その結果、左回転の場合は、
システム制御回路５０は、現在のブラケット値から回転操作に応じたブラケットのステッ
プ段数を減じた値を、新しいブラケット値とする（Ｓ１３０３）。右回転の場合は、シス
テム制御回路５０は、現在のブラケット値に操作に応じたブラケットのステップ段数を加
えた値を、新しいブラケット値とする（Ｓ１３０４）。
【０１２９】
　次に、システム制御回路５０は、図５の目盛り表示処理を実行する（Ｓ１３０５）。こ
の目盛り表示処理は、目盛り１４０５の範囲を（－４ＥＶ～＋４ＥＶ）と（－２ＥＶ～＋
２ＥＶ）と間で変更する必要がある可能性があるために実行される。
【０１３０】
　次に、システム制御回路５０は、図９の露出補正・ブラケット値表示処理を実行するこ
とにより、新規なブラケット値に係る指標の位置に、ブラケットカーソル１４０８，１４
１０を移動する（Ｓ１２０６）。
【０１３１】
　ここで、露出補正／ＡＥＢ設定画面の表示バリエーションを、図１７Ａ、図１７Ｂに示
しておく。なお、、図１７Ａ、図１７Ｂでは、グレー色で表示された「＋/－」アイコン
１４０１、「ＡＥＢ」アイコン１４０２、ガイダンスアイコン１４０３,１４０４は、細
線で示している。
【０１３２】
　図１７Ａ（ａ）は、露出補正設定、ブラケット設定が共に可能で、露出補正値「０」、
ブラケット値「０」、露出補正のステップ段数「１／３」の場合の露出補正／ＡＥＢ設定
画面を示している。
【０１３３】
　図１７Ａ（ｂ）は、露出補正設定、ブラケット設定が共に可能で、露出補正値「１」、
ブラケット値「０」、露出補正のステップ段数「１／３」の場合の露出補正／ＡＥＢ設定
画面を示している。
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【０１３４】
　図１７Ａ（ｃ）は、露出補正設定、ブラケット設定が共に可能で、露出補正値「０」、
ブラケット値「１＋１／３」、露出補正のステップ段数「１／３」の場合の露出補正／Ａ
ＥＢ設定画面を示している。
【０１３５】
　図１７Ａ（ｄ）は、露出補正設定、ブラケット設定が共に可能で、露出補正値「１」、
ブラケット値「１＋１／３」、露出補正のステップ段数「１／３」の場合の露出補正／Ａ
ＥＢ設定画面を示している。
【０１３６】
　図１７Ａ（ｅ）は、露出補正設定が可能、ブラケット設定が不可能で、露出補正値「０
」、露出補正のステップ段数「１／３」の場合の露出補正／ＡＥＢ設定画面を示している
。ブラケット設定が不可能なので、図１７Ａ（ａ）に比べて「ＡＥＢ」アイコン、メイン
電子ダイヤル４１１を示すガイダンスアイコンをグレーで表示し、設定不可能であること
が識別可能な表示形態としている。
【０１３７】
　図１７Ａ（ｆ）は、露出補正設定が可能、ブラケット設定が不可能で、露出補正値「１
」、露出補正のステップ段数「１／３」の場合の露出補正／ＡＥＢ設定画面を示している
。
【０１３８】
　図１７Ｂ（ｇ）は、露出補正設定が不可能、ブラケット設定が可能で、ブラケット値「
０」、露出補正のステップ段数「１／３」の場合の露出補正／ＡＥＢ設定画面を示してい
る。露出補正設定が不可能なので、図１７Ａ（ａ）に比べて露出補正設定可能範囲、「＋
／－」アイコン、サブ電子ダイヤル４１１を示すガイダンスアイコンをグレーで表示し、
設定不可能であることが識別可能な表示形態としている。
【０１３９】
　図１７Ｂ（ｈ）は、露出補正設定が不可能、ブラケット設定が可能で、ブラケット値「
１＋１／３」、露出補正のステップ段数「１／３」の場合の露出補正／ＡＥＢ設定画面を
示している。
【０１４０】
　図１７Ｂ（ｉ）は、露出補正設定、ブラケット設定が共に不可能の場合の露出補正／Ａ
ＥＢ設定画面を示している。
【０１４１】
　本実施の形態により、次のことが分かる。すなわち、露出補正とブラケット設定を加味
した状態での露出補正の範囲が目盛り１４０５により分かる。その露出補正の範囲の中心
である適正露出値１４１４がわかる。
【０１４２】
　また、露出補正設定可能範囲１４０６、ブラケット設定可能範囲１４０７が、目盛り１
４０５との関係で、すなわち露出補正とブラケット設定を加味した状態で分かる。さらに
、露出補正設定可能範囲１４０６とブラケット設定可能範囲１４０７との関係も分かる。
【０１４３】
　ガイダンス用アイコン１４０１，１４０２により、それぞれの表示が、露出補正、ブラ
ケット設定に関する表示であることが識別できる。また、ガイダンスアイコン１４０３，
１４０４により、露出補正、ブラケット設定の設定操作方法が簡単に分かる。
【０１４４】
　なお、上記の実施の形態では、ＡＥＢ撮影時の撮影コマ数は、露出アンダー側で１枚、
露出補正値で１枚、露出オーバー側で１枚の計３枚としていたが、ＡＥＢ撮影により４コ
マ以上を撮影する場合にも、上記の実施の形態の技術を適用することが可能である。
【０１４５】
　また、上記の実施の形態では、メニューボタン６８の操作で露出補正／ＡＥＢ設定画面
を表示していたが、メニューボタン６８以外の操作部材の操作により、露出補正／ＡＥＢ
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設定画面を表示することも可能である。さらに、露出補正値、ブラケット値は、サブ電子
ダイヤル１１６、メイン電子ダイヤル４１１以外の操作部材で設定することも可能である
。この場合の操作部材としては、例えば、十字キー、マルチコントローラ、更には、タッ
チ操作可能なアイコン等を用いることができる。タッチ操作可能なアイコンを用いる場合
は、そのアイコンの形状をサブ電子ダイヤル１１６、メイン電子ダイヤル４１１と同様の
形状とするのが好ましい。これにより、ユーザが露出補正値、オートブラケット値を設定
する際に、当該アイコンを用いる場合と物理的なサブ電子ダイヤル１１６、メイン電子ダ
イヤル４１１を用いる場合とで、操作部材の混同を可及的に回避できるからである。
【０１４６】
　また、ＳＥＴボタン１１７の操作で、露出補正値、ブラケット値を確定することなく、
露出補正値、ブラケット値を変更すると同時に確定することも可能である。また、目盛り
の表示間隔、及び指標の表示間隔は、必ずしも等間隔である必要はなく、視認性、操作容
易性等を考慮して不等間隔としてもよい。さらに、露出補正／ＡＥＢ設定画面は、カメラ
本体の表示器だけでなく、カメラ本体と接続したＰＣ、無線機器、テレビ等の表示器に表
示することも可能である。
【０１４７】
　なお、上述した実施形態では本発明を露出補正と露出ブラケットに適用した例を述べた
がこれに限るものではない。測定値に基づいて算出された撮影条件に係る適正設定値を補
正する撮影条件補正機能と、補正した撮影条件補正値を含む複数の設定値で複数コマの撮
影を自動的に行うオートブラケット機能を利用するための装置であれば本発明を適用可能
である。
【０１４８】
　例えば、ストロボ撮影に係る調光補正機能と、調光オートブラケット機能とを利用する
ための装置に適用可能である。この場合、図１４の目盛り１４０５に、測光に基づいてシ
ステム制御部５０が算出した適正光量を基準値１４１４として、調光補正機能と調光オー
トブラケット機能を併用した場合に設定可能な全ての光量に係る目盛りを刻めばよい。
【０１４９】
　そして、１４０６の領域に調光補正設定可能範囲の指標を表示し、１４０７の領域に調
光ブラケットによるブラケット設定可能範囲の指標を表示する。そして、各種アイコン、
ガイダンス等は調光補正に関するものを表示すれば良い。同様に、シャッタ速度、絞り値
、ホワイトバランス、ＩＳＯ感度に係るブラケット撮影を利用するための装置にも本発明
を適用可能である。
【０１５０】
　なお、上述した実施の形態の処理は、各機能を具現化したソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体をシステム或いは装置に提供してもよい。そして、そのシステム
或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコ
ードを読み出し実行することによって、前述した実施の形態の機能を実現することができ
る。この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の
機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成す
ることになる。
【０１５１】
　このようなプログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピィ
（登録商標）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスクなどを用いること
ができる。或いは、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、Ｒ
ＯＭなどを用いることもできる。
【０１５２】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した各
実施の形態の機能が実現されるだけではない。そのプログラムコードの指示に基づき、コ
ンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部
又は全部を行い、その処理によって前述した実施の形態の機能が実現される場合も含まれ
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【０１５３】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書きこまれ
てもよい。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡
張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前
述した実施の形態の機能が実現される場合も含むものである。
【図面の簡単な説明】
【０１５４】
【図１】本発明の実施の形態に係る撮像装置（デジタル一眼レフカメラ）の外観図である
。
【図２】図１に示した撮像装置の内部構成図である。
【図３】図１に示した撮像装置の回路構成を示すブロック図である。
【図４】露出補正／ＡＥＢ設定画面の表示処理の概要を示すフローチャートである。
【図５】図４のＳ４０１におけるデータ取得処理の詳細を示すフローチャートである。
【図６】図４のＳ４０２における目盛り表示処理の詳細を示すフローチャートである。
【図７】図４のＳ４０３７における露出補正設定可能範囲の表示処理の詳細を示すフロー
チャートである。
【図８】図４のＳ４０４におけるブラケット設定可能範囲の表示処理の詳細を示すフロー
チャートである。
【図９】図４のＳ４０５における露出補正・ブラケット値表示処理の詳細を示すフローチ
ャートである。
【図１０】図４のＳ４０６におけるガイダンス表示処理の詳細を示すフローチャートであ
る。
【図１１】露出補正／ＡＥＢ設定画面の表示中におけるユーザ操作による表示更新処理を
示すフローチャートである。
【図１２】図１１のＳ１１０２の処理（サブ電子ダイヤル操作時：露出補正値変更）の詳
細を示すフローチャートである。
【図１３】図１１のＳ１１０３の処理（メイン電子ダイヤル操作時：ブラケット値変更）
の詳細を示すフローチャートである。
【図１４】代表的な露出補正／ＡＥＢ設定画面を示す図である。
【図１５】ブラケット値「０」でブラケット値を設定しない場合（露出補正だけの場合）
の露出補正／ＡＥＢ設定画面を説明するための図である。
【図１６】ブラケット値「０」以外でブラケット値を設定する場合（露出補正＋ブラケッ
トの場合）の露出補正／ＡＥＢ設定画面を説明するための図である。
【図１７Ａ】露出補正／ＡＥＢ設定画面の表示バリエーションを示す図である。
【図１７Ｂ】図１７Ａの続きの表示バリエーションを示す図である。
【図１８】従来の露出補正値、ブラケットの設定方法を説明するための図である。
【符号の説明】
【０１５５】
５０…システム制御回路
５６…不揮発性メモリ
４１７…ＬＣＤモニタユニット
１４０５…目盛り
１４０６…露出補正設定可能範囲
１４０７…ブラケット設定可能範囲
１４０８…アンダー側ブラケットカーソル
１４０９…露出補正カーソル
１４１０…オーバー側ブラケットカーソル
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